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創薬バイオマーカー探索研究の目標創薬バイオマーカー探索研究の目標

創薬バイオマーカー解析研究基盤技術の整備

・血清､組織等ヒト試料解析標準プロトコールの確立

○解析結果への影響因子（保存期間・融解条件等）の検討

○必要サンプル数の検討（探索段階、検証段階）

・品質の高いヒト試料の提供システムの提供

○種々の方法・解析場所での解析を可能とする

・スループット法の開発(ｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ）

創薬バイオマーカー探索研究

・薬効評価（診断・治療）のマーカーの探索

○神経疾患・精神疾患・がん等有用な効果判定マーカーが
現在存在しないため期待される領域

○侵襲が少なく､早期に診断できる有用なマーカーが期待
される領域 等
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ﾌﾟﾛﾃｵｰﾑﾘｻｰﾁｾﾝﾀｰ
（PRC)

・ﾌﾟﾛﾄｺｰﾙの確立している
cICAT法の活用

・ﾊﾞﾝｸ機能の整備

・iTRAQ法プロトコールの

確立（血清以外を含む）

・iTRAQ法ｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽの

開発

NC等協力機関（PRCで解析）

・試料提供、臨床研究

大学等研究機関(各機関

で解析）

・プロテオーム解析以外も
含め種々の技術を活用

共同研究

ターゲット探索にも利用可能

研究内容
企業の参
加形態

 

 

 

 

創薬ﾊﾞｲｵﾏｰｶｰ探索の研究体制について（案）創薬ﾊﾞｲｵﾏｰｶｰ探索の研究体制について（案）

主任研究者

主任研究者

主任研究者

主任研究者

主任研究者

主任研究者

厚生労働科学研究指定研究

主任研究者： 医薬基盤研 山西理事長

測定共同研究部分

ＨＳ財団

横市iTRAQ

がんセン 2DICAL

国循ICAT

精神神経ICAT

基盤研

プロテオームリサーチセンター

九大iTRAQ

主任研究者

とりまとめ主任研究者（基盤研）

民間共同研究

分担研究者

測定技術の開発支援等
測定技術の開発・
測定業務・管理等

研究調整委員会

厚労科研各公募研究課題 10

各研究機関
研究責任者

企業とのマッチング

配分はＨＳが実施

委員長： 山西理事長

測定等依頼

企業①HSへの会費
（コンソーシアム型）

(７月以降)

２口目以降を個別に
企業がアドオンする
ことも可能

企業①HS会費（×ｎ）
７月以降 （コンソーシアム型）

プロテオームリサーチセンター成果の利用

企業②ユニット研究委託費×９（想定）
７月以降（個別型）

各ユニットデータ 優先利用
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各公募主任研究者、共同研究企業、
リサーチセンター、指定分担研究者

によるガバナンス

 

 


